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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期

第２四半期
連結累計期間

第56期
第２四半期
連結累計期間

第55期

会計期間
自　2016年４月１日
至　2016年９月30日

自　2017年４月１日
至　2017年９月30日

自　2016年４月１日
至　2017年３月31日

売上高 （百万円） 39,158 40,756 79,704

経常利益 （百万円） 2,693 3,105 5,513

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,983 1,924 3,800

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,607 2,598 3,713

純資産額 （百万円） 25,170 28,913 26,782

総資産額 （百万円） 113,064 118,768 114,981

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 80.33 78.23 154.13

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 22.2 24.3 23.3

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △546 △709 2,002

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △1,834 △1,208 △3,351

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） 2,738 1,505 1,400

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 1,842 1,123 1,535

 

回次
第55期

第２四半期
連結会計期間

第56期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2016年７月１日
至　2016年９月30日

自　2017年７月１日
至　2017年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 57.37 43.31

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、株式会社ゴンドーを子会社化

いたしました。

　この結果、当社グループは当社及び子会社20社並びに関連会社１社で構成されることとなりました。

　また、第１四半期連結会計期間より、従来「自動車総合サービス事業」というセグメント名称で表記している同事

業について、「自動車リース関連事業」に名称変更いたしました。なお、当該変更は名称変更のみであり、セグメン

ト情報に与える影響はありません。

　当社グループの事業内容及び当社と関係会社の当該事業に係る位置付けは次のとおりであります。

報告セグメント名称 報告セグメントの内容 主な関係会社

自動車リース関連事業 　自動車リース、設備リース、機器

及び各種動産のリース、レンタル

業、リース満了車等の処分、自動車

メンテナンスの受託及びこれに付随

する中古自動車の販売業務、自動車

の点検、法定点検及び整備等の自動

車整備業、石油燃料の販売及びガソ

リン給油カードの募集、卸売自動車

用品の販売業務、損害保険代理店業

務

㈱イチネン

㈱イチネンＴＤリース

野村オートリース㈱

イチネンＢＰプラネット㈱

ICHINEN AUTOS（N.Z.）LIMITED

ケミカル事業 　ケミカル製品（自動車用、機械・

設備用、工業用等）の製造及び販売

㈱イチネンケミカルズ

上海強生大鳳国際貿易有限公司

パーキング事業 　来客用駐車場及びコイン駐車場の

運営

㈱イチネンパーキング

機械工具販売事業 　機械工具及び自動車整備工具の販

売、空調工具及び計測工具の販売、

電動工具及び作業工具の企画・開

発・製造・販売、ＤＩＹ用品等の販

売、工作機械及び精密機械部品用工

具の販売、一般産業機械・機械工具

類及び配管機材の販売

㈱イチネン前田

㈱イチネンＴＡＳＣＯ

TASCO（THAILAND）CO.,LTD.

㈱イチネンミツトモ

共栄㈱

㈱ゴンドー

㈱イチネンネット

㈱イチネンロジスティクス

合成樹脂事業 　合成樹脂製品の設計・製造・販

売、合成樹脂の再生加工及び合成樹

脂原料の販売

㈱イチネンジコー

㈱イチネンジコーテック

㈱イチネンジコーポリマー

 

　また、上記に含まれない事業の内容は次のとおりであります。

 事業の内容 主な関係会社

その他 　農産物の生産販売

　不動産の賃貸及び管理

㈱イチネン農園

㈱イチネンファシリティーズ
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　主な、事業系統図は次のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間（2017年４月１日～2017年９月30日）におけるわが国経済は、経済政策や金融政策の

効果により企業収益は改善しており、また、設備投資も持ち直すなど、緩やかな回復基調が続いております。しか

しながら、米国の今後の政策動向、英国のＥＵ離脱問題、緊迫化する北朝鮮問題を中心とした世界的な地政学リス

クの高まりなど、先行きについては依然として不透明な状況が続いております。

　このような状況の下、当社グループは、事業を通じて、全てのお客様に「いちねんで、いちばんの毎日を。」ご

提供し、社会に貢献できる企業を目指しております。基盤事業である自動車リース関連事業を中心に、ケミカル事

業、パーキング事業、機械工具販売事業、合成樹脂事業を展開しております。また、既存事業の強化を進めなが

ら、事業領域の枠にとらわれない新規事業への参入、規模拡大を目的とした積極的なＭ＆Ａ、海外展開にも挑戦し

ております。

　当第２四半期連結累計期間の連結売上高は407億56百万円（対前年同期比4.1％増）、営業利益は30億81百万円

（対前年同期比9.1％増）、経常利益は31億5百万円（対前年同期比15.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は19億24百万円（対前年同期比3.0％減）となりました。

 

　第１四半期連結会計期間より、従来「自動車総合サービス事業」というセグメント名称で表記している同事業に

ついて、より事業内容に即した「自動車リース関連事業」に名称変更いたしました。なお、当該変更は名称変更の

みであり、セグメント情報に与える影響はありません。

　各セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、下記のセグメント別売上高は、内部売上高消去前の金額

であります。

＜自動車リース関連事業＞

　リースにおきましては、リース契約車両は依然として小型化傾向にありますが、リース化の進んでいない地方市

場及び中小口規模の企業を中心に新規販売を積極的に行い、また、既存顧客との取引深耕にも注力した結果、2017

年９月末現在リース契約台数は80,266台（対前期末比1,277台増）となり、リース契約高は167億89百万円（対前年

同期比9.9％増）、リース未経過契約残高は703億81百万円（対前期末比3.0％増）となりました。

　自動車メンテナンス受託におきましては、当社グループ独自の自動車整備工場ネットワークによる高い点検実施

率を強みとしながら、契約台数、契約残高の増加に努めた結果、メンテナンス受託契約台数は84,816台（対前期末

比4,318台増）となり、メンテナンス受託契約高は30億46百万円（対前年同期比1.0％増）、メンテナンス未経過契

約残高は79億12百万円（対前期末比3.1％増）となりました。

　燃料販売におきましては、主に自動車用燃料給油カードにおいて、低燃費車の普及により需要が減少傾向にあり

ますが、既存顧客へのサービス向上並びに新規顧客の獲得に注力いたしました。

　損益面では、リースは契約台数及び車両処分台数が増加したこともあり堅調に推移いたしました。自動車メンテ

ナンス受託も契約台数が増加し堅調に推移いたしました。燃料販売は自動車用燃料給油カードの販売数量が堅調に

推移し、また、仕入価格も安定的に推移いたしました。

　この結果、売上高は232億27百万円（対前年同期比2.2％増）、セグメント利益は18億90百万円（対前年同期比

7.7％増）となりました。
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＜ケミカル事業＞

　ケミカル事業におきましては、商品開発力の強化及び品質向上に取り組むとともに、付加価値の高い商品の販売

に注力いたしました。

　損益面では、工業薬品関連の燃料添加剤の販売は減少いたしましたが、石炭添加剤の販売は順調に推移いたしま

した。

　また、化学品関連では機械工具商向けケミカル製品の販売が順調に推移し、個人向けケミカル製品の販売も堅調

に推移いたしました。

　この結果、売上高は55億35百万円（対前年同期比3.7％増）、セグメント利益は6億97百万円（対前年同期比

21.8％増）となりました。

 

＜パーキング事業＞

　パーキング事業におきましては、中長期的に安定した収益基盤を築くため、更なる駐車場数の拡大に努めた結

果、2017年９月末現在駐車場管理件数は1,196件（対前期末比43件増）、管理台数は29,162台（対前期末比1,607台

増）となりました。

　損益面では、新規駐車場の開発が順調に進み、また、既存駐車場の継続的な収益改善活動の効果もあり収益が増

加いたしました。

　この結果、売上高は26億61百万円（対前年同期比6.0％増）、セグメント利益は3億18百万円（対前年同期比

12.0％増）となりました。

 

＜機械工具販売事業＞

　機械工具販売事業におきましては、取扱アイテムの拡充、オリジナル製品の開発を促進するとともに商品調達コ

スト及び物流コストの軽減に努めてまいりました。

　損益面では、空調工具及び計測工具の販売は減少し、機械工具及び自動車整備工具の販売も減少いたしました。

また、株式取得関連費用などの販売費及び一般管理費が前年同期より増加いたしました。

　この結果、売上高は64億83百万円（対前年同期比1.1％増）、セグメント利益は1億10百万円（対前年同期比

53.4％減）となりました。

 

＜合成樹脂事業＞

　合成樹脂事業におきましては、新規顧客の拡大及び新商品の開発を図るとともに品質改善に努めてまいりまし

た。

　損益面では、遊技機メーカーへの合成樹脂製品及び半導体実装装置メーカー等へのセラミックヒーターの販売が

増加いたしました。また、科学計測器の販売も増加いたしました。

　この結果、売上高は29億60百万円（対前年同期比28.9％増）、セグメント利益は71百万円（前年同期は45百万円

のセグメント損失）となりました。

 

＜その他＞

　その他におきましては、売上高は56百万円（対前年同期比3.9％増）、セグメント損失は16百万円（前年同期は

11百万円のセグメント利益）となりました。
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(2）財政状態の分析

＜資産の状況＞

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は423億27百万円となり、前連結会計年度末残高415億52百

万円と比べて7億74百万円増加いたしました。これは「現金及び預金」の減少4億12百万円、「受取手形及び売掛

金」、「電子記録債権」及び「リース・メンテナンス未収入金」を合わせた売上債権の減少3億3百万円、機械工具

販売事業の販売計画に基づく在庫確保による「商品及び製品」の増加1億92百万円、自動車税等の納付による「前

払費用」の増加8億99百万円、未収入金の増加等による「その他」の増加2億28百万円が主な要因であります。

　固定資産の残高は764億1百万円となり、前連結会計年度末残高733億80百万円と比べて30億21百万円増加いたし

ました。これはオペレーティング・リース取引の契約増加による「賃貸資産」の増加16億14百万円、ケミカル事業

における研究開発施設の建設等による有形固定資産「その他」の増加5億72百万円、時価評価等による「投資有価

証券」の増加9億70百万円が主な要因であります。

　繰延資産の残高は39百万円となり、前連結会計年度末残高48百万円と比べて9百万円減少いたしました。

　以上の結果、資産合計は当第２四半期連結会計期間末残高1,187億68百万円となり、前連結会計年度末残高1,149

億81百万円と比べて37億86百万円増加いたしました。

 

＜負債の状況＞

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は394億55百万円となり、前連結会計年度末残高401億5百

万円と比べて6億50百万円減少いたしました。これは仕入債務の支払による「支払手形及び買掛金」の減少11億88

百万円、「未払法人税等」の増加3億43百万円、ケミカル事業における旧研究開発施設の売却手付金等による「そ

の他」の増加1億51百万円が主な要因であります。

　固定負債の残高は503億99百万円となり、前連結会計年度末残高480億93百万円と比べて23億6百万円増加いたし

ました。これは「長期借入金」の増加24億11百万円、社債の償還に伴う「社債」の減少1億71百万円が主な要因で

あります。

　以上の結果、負債合計は当第２四半期連結会計期間末残高898億55百万円となり、前連結会計年度末残高881億98

百万円と比べて16億56百万円増加いたしました。

 

＜純資産の状況＞

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は289億13百万円となり、前連結会計年度末残高267億82百万円

と比べて21億30百万円増加いたしました。これは「親会社株主に帰属する四半期純利益」の計上による「利益剰余

金」の増加19億24百万円、配当金の支払による「利益剰余金」の減少4億67百万円、時価評価による「その他有価

証券評価差額金」の増加6億59百万円が主な要因であります。

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物の四半期末残高は、前連結会計年度末よ

り4億12百万円減少し、11億23百万円となりました。

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

　営業活動によるキャッシュ・フローは、△7億9百万円（前年同期は△5億46百万円）となりました。これは主

に、「税金等調整前四半期純利益」が30億92百万円になったこと、オペレーティング・リース取引の契約増加によ

り「賃貸資産の純増減額（△は増加）」△73億83百万円が「減価償却費」64億44百万円を上回ったこと、「法人税

等の支払額」が△9億9百万円になったこと、「売上債権の増減額（△は増加）」が4億72百万円になったこと、

「仕入債務の増減額（△は減少）」が△13億円になったこと、自動車税等の納付による前払費用の増加等により

「その他」が△10億43百万円になったことによるものであります。

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

　投資活動によるキャッシュ・フローは、△12億8百万円（前年同期は△18億34百万円）となりました。これは主

に、ケミカル事業における研究開発施設及び機械工具販売事業に係る建物等の取得並びにパーキング事業における

機器及び構築物の購入等による「有形及び無形固定資産の取得による支出」△12億30百万円によるものでありま

す。

 

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

　財務活動によるキャッシュ・フローは、15億5百万円（前年同期は27億38百万円）となりました。これは主に、

「借入れによる収入」103億円が、「借入金の返済による支出」△81億32百万円、「社債の償還による支出」△1億

81百万円及び「配当金の支払額」△4億67百万円を上回ったことによるものであります。
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(4）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(5）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(6）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1億95百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(7）従業員数

2017年９月30日現在

セグメントの名称 従業員数（人）

自動車リース関連事業 331 (7)

ケミカル事業 254 (12)

パーキング事業 26 (15)

機械工具販売事業 148 (27)

合成樹脂事業 68 (2)

報告セグメント計 827 (63)

その他 2 (1)

全社（共通） 59 (－)

合計 888 (64)

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に年間の平均人員（１日勤務時間８時間換算）を外数で

記載しております。

２．上記従業員数には、嘱託・契約社員94名は含まれておりません。

３．全社（共通）として記載している従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属しているもの

であります。

EDINET提出書類

株式会社イチネンホールディングス(E04904)

四半期報告書

 8/25



(8）生産、受注及び販売の状況

①生産実績

セグメントの名称
前第２四半期連結累計期間
（自　2016年４月１日
至　2016年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

前年同四半期比
（％）

自動車リース関連事業 （百万円） － － －

ケミカル事業 （百万円） 2,058 2,123 103.1

パーキング事業 （百万円） － － －

機械工具販売事業 （百万円） － － －

合成樹脂事業 （百万円） 2,153 2,503 116.2

報告セグメント計 （百万円） 4,212 4,626 109.8

その他 （百万円） 3 20 622.0

合計 （百万円） 4,215 4,647 110.2

（注）１．金額は製品製造原価ベースで記載しております。

２．当第２四半期連結累計期間においてその他の生産実績が著しく増加しているのは、株式会社イチネン農園の農

産物の生産量増加によるものであります。

 

②仕入実績

セグメントの名称
前第２四半期連結累計期間
（自　2016年４月１日
至　2016年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

前年同四半期比
（％）

自動車リース関連事業 （百万円） 7,027 7,278 103.6

ケミカル事業 （百万円） 885 975 110.2

パーキング事業 （百万円） 1,678 1,749 104.3

機械工具販売事業 （百万円） 5,174 5,085 98.3

合成樹脂事業 （百万円） － － －

報告セグメント計 （百万円） 14,765 15,089 102.2

その他 （百万円） － － －

合計 （百万円） 14,765 15,089 102.2

 

③販売実績

セグメントの名称
前第２四半期連結累計期間
（自　2016年４月１日
至　2016年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

前年同四半期比
（％）

自動車リース関連事業 （百万円） 22,685 23,171 102.1

ケミカル事業 （百万円） 5,229 5,439 104.0

パーキング事業 （百万円） 2,511 2,660 106.0

機械工具販売事業 （百万円） 6,380 6,468 101.4

合成樹脂事業 （百万円） 2,296 2,958 128.8

報告セグメント計 （百万円） 39,103 40,699 104.1

その他 （百万円） 54 56 103.6

合計 （百万円） 39,158 40,756 104.1

（注）１．総販売実績に対し10％以上に該当する販売先はありません。

２．金額については、セグメント間取引消去後の金額を記載しております。
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④自動車リース関連事業セグメント（リース）の状況

ａ．リース契約の実行高

区分
前第２四半期連結累計期間
（自　2016年４月１日
至　2016年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

前年同四半期比
（％）

輸送用機器 （百万円） 15,238 16,774 110.1

その他 （百万円） 40 14 35.8

合計 （百万円） 15,279 16,789 109.9

（注）リース契約の実行高は、発生額より中途解約額を控除しております。

 

ｂ．未経過リース料四半期末残高相当額の期日別内訳

所有権移転外ファイナンス・リース取引

 
１年以内
（百万円）

２年以内
（百万円）

３年以内
（百万円）

４年以内
（百万円）

５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

合計
（百万円）

前第２四半期連結会計期間末
（2016年９月30日現在）

5,501 4,387 3,359 2,268 1,404 838 17,761

当第２四半期連結会計期間末
（2017年９月30日現在）

5,542 4,534 3,435 2,395 1,426 632 17,967

（注）未経過リース料の期日別内訳については、リース投資資産に係るリース料債権部分の決算日後の回収予定額を表示

しております。

 

オペレーティング・リース取引

 １年以内（百万円） １年超（百万円） 合計（百万円）

前第２四半期連結会計期間末
（2016年９月30日現在）

11,673 21,624 33,298

当第２四半期連結会計期間末
（2017年９月30日現在）

12,485 23,157 35,642

 

ｃ．営業成績

 
売上高

（百万円）
売上原価
（百万円）

差引利益
（百万円）

資金原価
（百万円）

売上総利益
（百万円）

営業資産
平均残高
（百万円）

利益率
（％）

前第２四半期連結累計期間
（自　2016年４月１日
至　2016年９月30日）

16,902 13,939 2,963 198 2,764 62,383 8.9

当第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

17,179 14,130 3,049 188 2,860 65,508 8.7
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⑤自動車リース関連事業セグメント（自動車メンテナンス受託）の状況

ａ．メンテナンス契約の実行高

区分
前第２四半期連結累計期間
（自　2016年４月１日
至　2016年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

前年同四半期比
（％）

輸送用機器 （百万円） 3,016 3,046 101.0

合計 （百万円） 3,016 3,046 101.0

（注）メンテナンス契約の実行高は、発生額より中途解約を控除しております。

ｂ．未経過メンテナンス契約債権の期日別内訳

 
１年以内
（百万円）

２年以内
（百万円）

３年以内
（百万円）

４年以内
（百万円）

５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

合計
（百万円）

前第２四半期連結会計期間末
（2016年９月30日現在）

4,027 1,910 1,099 643 270 62 8,014

当第２四半期連結会計期間末
（2017年９月30日現在）

3,856 1,873 1,140 705 271 65 7,912
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2017年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2017年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 24,612,227 24,612,227
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 24,612,227 24,612,227 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

2017年７月１日～

2017年９月30日
－ 24,612,227 － 2,529 － 4,155
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（６）【大株主の状況】

  2017年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

第一燃料株式会社 大阪市淀川区西中島４丁目３番８号 2,350 9.55

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 968 3.94

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 898 3.65

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番１号 820 3.33

黒田　雅史 大阪府箕面市 723 2.94

黒田　勝彦 兵庫県芦屋市 680 2.77

黒田　和伸 兵庫県宝塚市 647 2.63

黒田　雄彦 東京都大田区 470 1.91

イチネン共栄会持株会 大阪市淀川区西中島４丁目10番６号 456 1.86

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 454 1.85

計 － 8,469 34.43

（注）１.上記の三井住友信託銀行株式会社の所有株式に信託業務に係る株式はありません。

２.当社は自己株式を13,463株保有しております。上記表は自己株式を除いて計算しております。

３.発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、自己株式を除いて計算しております。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2017年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 13,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 24,585,500 245,855 －

単元未満株式 普通株式 13,327 － －

発行済株式総数 24,612,227 － －

総株主の議決権 － 245,855 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,100株含まれております。また、「議

決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数11個が含まれております。

②【自己株式等】

2017年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社イチネンホール

ディングス

大阪市淀川区西中島

四丁目10番６号
13,400 － 13,400 0.05

計 － 13,400 － 13,400 0.05

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2017年７月１日から

2017年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2017年４月１日から2017年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2017年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2017年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,535 1,123

受取手形及び売掛金 11,723 ※２ 10,983

電子記録債権 1,523 ※２ 1,844

リース・メンテナンス未収入金 2,202 2,317

リース投資資産 17,032 17,126

商品及び製品 3,139 3,332

仕掛品 67 71

原材料及び貯蔵品 324 312

前払費用 2,247 3,146

繰延税金資産 481 565

その他 1,283 1,511

貸倒引当金 △8 △7

流動資産合計 41,552 42,327

固定資産   

有形固定資産   

賃貸資産 107,908 110,791

減価償却累計額 △60,265 △61,533

賃貸資産（純額） 47,643 49,257

土地 6,246 6,334

その他 15,730 ※４ 16,755

減価償却累計額 △8,470 △8,923

その他（純額） 7,259 7,832

有形固定資産合計 61,150 63,424

無形固定資産   

のれん 2,315 2,051

その他 2,150 2,328

無形固定資産合計 4,466 4,380

投資その他の資産   

投資有価証券 3,833 4,804

長期前払費用 1,739 1,691

繰延税金資産 546 317

その他 1,771 1,879

貸倒引当金 △127 △95

投資その他の資産合計 7,763 8,596

固定資産合計 73,380 76,401

繰延資産 48 39

資産合計 114,981 118,768
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2017年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2017年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,124 ※２ 10,935

短期借入金 4,000 4,100

コマーシャル・ペーパー 4,000 4,000

1年内償還予定の社債 362 352

1年内返済予定の長期借入金 16,131 15,923

リース債務 70 48

未払法人税等 756 1,100

リース・メンテナンス前受金 727 781

賞与引当金 480 608

品質保証引当金 15 15

その他 1,438 1,589

流動負債合計 40,105 39,455

固定負債   

社債 10,486 10,314

長期借入金 35,323 37,734

リース債務 22 10

退職給付に係る負債 1,489 1,488

役員退職慰労引当金 135 146

資産除去債務 300 311

その他 335 393

固定負債合計 48,093 50,399

負債合計 88,198 89,855

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,529 2,529

資本剰余金 1,805 1,805

利益剰余金 21,493 22,950

自己株式 △13 △13

株主資本合計 25,814 27,270

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,071 1,731

繰延ヘッジ損益 △5 1

退職給付に係る調整累計額 △97 △90

その他の包括利益累計額合計 968 1,642

純資産合計 26,782 28,913

負債純資産合計 114,981 118,768
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2016年４月１日
　至　2016年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

売上高 39,158 40,756

売上原価 29,880 31,000

売上総利益 9,277 9,755

販売費及び一般管理費   

役員報酬 390 416

給料手当及び賞与 2,068 2,126

賞与引当金繰入額 470 488

退職給付費用 135 124

役員退職慰労引当金繰入額 16 15

貸倒引当金繰入額 9 16

品質保証引当金繰入額 3 5

のれん償却額 264 270

その他 3,094 3,210

販売費及び一般管理費合計 6,453 6,674

営業利益 2,824 3,081

営業外収益   

受取配当金 36 37

仕入割引 39 27

その他 46 31

営業外収益合計 122 96

営業外費用   

支払利息 61 46

支払手数料 172 10

その他 19 15

営業外費用合計 253 72

経常利益 2,693 3,105

特別利益   

固定資産売却益 447 0

投資有価証券売却益 0 2

国庫補助金 － 28

特別利益合計 447 31

特別損失   

固定資産除売却損 49 15

投資有価証券売却損 0 －

固定資産圧縮損 － 28

特別損失合計 49 44

税金等調整前四半期純利益 3,091 3,092

法人税、住民税及び事業税 991 1,265

法人税等調整額 117 △97

法人税等合計 1,108 1,167

四半期純利益 1,983 1,924

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,983 1,924
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2016年４月１日
　至　2016年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

四半期純利益 1,983 1,924

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △379 659

繰延ヘッジ損益 △5 7

退職給付に係る調整額 9 7

その他の包括利益合計 △375 673

四半期包括利益 1,607 2,598

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,607 2,598
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2016年４月１日
　至　2016年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,091 3,092

減価償却費 6,046 6,444

のれん償却額 264 270

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8 16

受取利息及び受取配当金 △38 △38

支払利息 61 46

売上債権の増減額（△は増加） 1,280 472

たな卸資産の増減額（△は増加） △265 △87

リース投資資産の純増減額（△は増加） 56 △281

賃貸資産の純増減額（△は増加） △6,451 △7,383

仕入債務の増減額（△は減少） △1,274 △1,300

利息及び配当金の受取額 38 38

利息の支払額 △49 △46

法人税等の支払額 △1,540 △909

法人税等の還付額 17 0

その他 △1,791 △1,043

営業活動によるキャッシュ・フロー △546 △709

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,247 △1,230

有形及び無形固定資産の売却による収入 1,340 2

固定資産の除却による支出 △3 △3

投資有価証券の取得による支出 △10 △12

投資有価証券の売却による収入 101 7

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
－ 29

その他 △15 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,834 △1,208

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 2,400 100

短期借入金の返済による支出 △15,800 △25

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） 1,000 －

長期借入れによる収入 19,200 10,200

長期借入金の返済による支出 △7,734 △8,107

社債の発行による収入 4,973 －

社債の償還による支出 △461 △181

リース債務の返済による支出 △10 △2

配当金の支払額 △423 △467

その他 △405 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,738 1,505

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 357 △412

現金及び現金同等物の期首残高 1,484 1,535

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,842 ※ 1,123
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（1）連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、株式会社ゴンドーの株式取得により、同社を連結の範囲に含めております。

 

（2）持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　　１．受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（2017年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2017年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 －百万円 45百万円

 

　　　　※２．四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権

　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金

融機関の休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満

期手形及び電子記録債権の金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2017年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2017年９月30日）

受取手形 －百万円 316百万円

電子記録債権 － 123

支払手形 － 466

 

　　　　　３．当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

　当社及び連結子会社６社は、運転資金の効率的な調達を行うために取引銀行６行及び取引生命保険会社１社

と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を締結しております。これらの契約に基づく当第２四半期連結会

計期間の借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2017年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2017年９月30日）

当座貸越極度額及び貸出コミットメントの

総額
13,850百万円 13,850百万円

借入実行残高 － －

差引額 13,850 13,850

 

　　　　※４．国庫補助金等による圧縮記帳額

　国庫補助金等により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2017年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2017年９月30日）

有形固定資産「その他」 －百万円 28百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、以下

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2016年４月１日
至　2016年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

現金及び預金勘定 1,842百万円 1,123百万円

預入期間が３か月を超える定期積立預金 － △0

現金及び現金同等物 1,842 1,123
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2016年４月１日　至　2016年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2016年６月17日

定時株主総会
普通株式 423 17.00 2016年３月31日 2016年６月20日 利益剰余金

（注）2016年６月17日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、創業85周年記念配当3円を含んでおります。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2016年10月31日

取締役会
普通株式 419 17.00 2016年９月30日 2016年11月30日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月16日

定時株主総会
普通株式 467 19.00 2017年３月31日 2017年６月19日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年10月30日

取締役会
普通株式 442 18.00 2017年９月30日 2017年11月30日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2016年４月１日　至　2016年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注３）

 
自動車
リース
関連事業

ケミカル
事業

パーキング
事業

機械工具
販売事業

合成樹脂
事業

計

売上高           

外部顧客へ

の売上高
22,685 5,229 2,511 6,380 2,296 39,103 54 39,158 － 39,158

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

52 106 － 32 － 191 － 191 △191 －

計 22,737 5,336 2,511 6,413 2,296 39,294 54 39,349 △191 39,158

セグメント

利益又は損失

（△）

1,756 572 284 236 △45 2,804 11 2,816 8 2,824

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸及び管理等でありま

す。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注３）

 
自動車
リース
関連事業

ケミカル
事業

パーキング
事業

機械工具
販売事業

合成樹脂
事業

計

売上高           

外部顧客へ

の売上高
23,171 5,439 2,660 6,468 2,958 40,699 56 40,756 － 40,756

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

56 95 0 14 1 167 0 168 △168 －

計 23,227 5,535 2,661 6,483 2,960 40,867 56 40,924 △168 40,756

セグメント

利益又は損失

（△）

1,890 697 318 110 71 3,089 △16 3,072 8 3,081

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸及び管理等でありま

す。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　（セグメントの名称の変更）

　第１四半期連結会計期間より、従来「自動車総合サービス事業」というセグメント名称で表記してい

る同事業について、「自動車リース関連事業」に名称変更いたしました。なお、当該変更は名称変更の

みであり、セグメント情報に与える影響はありません。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報についても変更後の名称で記載しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2016年４月１日
至　2016年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額  80円33銭 78円23銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益

金額
（百万円） 1,983 1,924

普通株主に帰属しない金額 （百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属す

る四半期純利益金額
（百万円） 1,983 1,924

普通株式の期中平均株式数 （千株） 24,689 24,598

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２【その他】

2017年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・442百万円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・18円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・2017年11月30日

（注）2017年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  2017年11月14日

株式会社イチネンホールディングス   

取締役会　御中   

 

 新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　由佳　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山本　秀男　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イチネ

ンホールディングスの2017年４月１日から2018年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2017年７月１

日から2017年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2017年４月１日から2017年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イチネンホールディングス及び連結子会社の2017年９月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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